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第 33 回定期委員会を開催！！ 
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二
〇
二
一
年
一
一
月
二
七
日
に
新
橋
交
通

ビ
ル
地
下
会
議
室
に
お
い
て
定
期
委
員
会
を

開
催
し
、
一
年
間
の
方
針
が
決
定
さ
れ
る 

 

コ
ロ
ナ
感
染
者
が
減
少
す
る
中

で
、
全
て
の
地
協
が
出
席
を
し
て
２

年
ぶ
り
と
な
る
定
期
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

 

定
期
員
会
は
構
成
員
・
委
員
３
３

名
中
２
９
名
の
出
席
、
委
任
状
４
通

で
の
委
員
会
成
立
の
も
と
東
京
地

協
の
清
水
委
員
を
委
員
会
議
長
に

選
出
を
し
、
丸
谷
議
長
・
東
日
本
本

部
武
田
書
記
長
・
工
務
協
全
国
連
絡

会
湯
浅
議
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
打
越
事
務
長
よ
り
経
過
・
方
針
・

決
算
・
予
算
の
提
起
を
受
け
て
討
論

に
は
い
り
ま
し
た
。 

 

   

団
体
交
渉
に
て
変
革
２
０
０
７
で

５
項
目
を
会
社
側
へ
要
求
し
て
き
た
。

昨
年
１
２
月
２
７
日
、
除
雪
後
に
Ｍ
Ｃ

が
脱
輪
、
３
０
セ
ン
チ
の
積
雪
で
ク
ロ

ッ
シ
ン
グ
部
で
は
脱
輪
と
い
う
情
報
、

県
境
を
越
え
て
の
復
旧
作
業
と
な
っ

た
が
問
題
、
事
故
情
報
と
な
ら
ず
、
う

や
む
や
と
し
た
会
社
を
追
求
し
た
。
職

場
要
求
が
多
く
の
社
員
を
巻
き
込
ん

で
議
論
が
さ
れ
、
結
果
と
し
て
派
出
が

で
き
た
。（
仙
台
）
仕
事
・
安
全
総
点
検

で
６
月
１
０
日
に
支
社
団
交
を
開
催
、

モ
ニ
タ
リ
ン
を
は
じ
め
８
項
目
で
交

渉
を
し
て
き
た
。
要
員
関
係
で
は
必
要

な
要
員
は
確
保
し
て
い
る
と
会
社
の

回
答
は
終
始
、
組
合
か
ら
は
現
状
維
持

を
要
求
、
昨
年
１
２
月
か
ら
総
務
科
が

無
く
な
る
。
３
年
間
で
８
名
減
と
な
っ

て
い
る
。
組
合
員
の
年
齢
も
高
く
な
り

多
変
だ
が
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
（
東

京
）
今
年
の
４
月
に
定
期
委
員
会
を
開

催
し
て
き
た
。
盛
岡
は
地
域
分
会 
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と
な
り
全
系
統
で
の
組
織
と
な
り
取

り
組
み
が
大
変
で
あ
る
。
職
場
の
現
状

は
退
職
者
が
出
て
も
補
充
は
さ
れ
ず
、

仕
事
は
３
倍
と
な
っ
て
い
る
。
エ
ル
ダ

ー
社
員
の
手
当
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

銅
テ
ル
ボ
ン
ド
が
脱
落
し
て
い
た
、
シ

ス
テ
ム
化
で
現
場
を
見
る
目
が
失
わ

れ
て
い
る
。
労
働
組
合
に
加
入
を
し
た

こ
と
が
な
い
若
手
社
員
４
名
が
若
年

退
職
し
て
い
る
。（
盛
岡
）
拠
点
配
置
体

制
見
直
し
で
会
社
の
説
明
は
１
名
体

制
と
な
る
。
今
ま
で
は
パ
ー
ト
ナ
ー
会

社
が
見
張
り
員
と
な
っ
て
い
た
が
ひ

と
り
で
は
現
場
に
行
け
な
い
。
会
社
は

当
番
科
長
へ
連
絡
を
し
て
保
安
体
制

が
で
き
て
か
ら
で
か
ま
わ
な
い
と
言

っ
て
い
る
。
冬
期
体
制
問
題
で
は
会
社

は
常
駐
体
制
を
と
ら
な
い
、
待
機
保
障

を
支
払
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
理
由
。

平
成
採
用
者
の
国
労
が
主
務
・
主
任
含

め
５
名
い
る
が
今
後
は
管
理
者
と
な

る
と
な
か
な
か
組
活
活
動
も
難
し
い
。

（
高
崎
）
赤
字
を
理
由
に
地
区
指
が
各

系
統
を
集
め
て
除
草
を
し
て
い
る
。
水

戸
線
で
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
画
像
が

取
得
で
き
ず
、
直
轄
に
て
夜
間
に
除
草

薬
散
布
を
実
施
。
認
定
線
区
で
は
台
風

に
よ
る
対
応
に
て
Ｊ
Ｒ
・
Ｐ
社 

 

の
社
員
が
奔
走
す
る
事
態
と
な
っ
た
。 

東
鉄
水
戸
で
は
２
現
場
「
Ｓ
Ｗ
Ｍ
Ｔ

Ｔ
」「
Ｐ
Ｃ
マ
ク
ラ
ギ
交
換
」
を
線
路
閉

鎖
責
任
者
一
人
（
軌
工
管
３
人
）
で
実

施
し
た
が
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
問
題

あ
り
の
施
工
。
若
手
中
堅
社
員
の
退
職

が
続
い
て
い
る
。（
水
戸
）
５
月
か
ら
エ

ル
ダ
ー
出
向
と
な
っ
た
。
９
月
は
１
７

回
の
夜
勤
、
プ
ロ
パ
ー
は
２
３
回
の
夜

勤
を
し
て
い
る
。
プ
ロ
パ
ー
は
休
日
の

日
も
夜
勤
が
あ
る
。
不
満
は
あ
る
が
Ｊ

Ｒ
の
若
手
と
一
緒
で
や
ら
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
状
況
。
職
場
は
休
憩
室
・

ロ
ッ
カ
ー
室
・
洗
濯
機
も
な
い
。
Ｊ
Ｒ

の
判
断
ミ
ス
が
多
い
、
技
術
継
承
が
大

切
で
あ
る
。
秋
田
は
ひ
と
り
な
の
で
仲

間
と
議
論
す
る
場
も
な
い
。
工
務
と
電

気
が
一
緒
に
な
っ
た
ほ
う
が
良
い
と

思
う
。（
秋
田
）
北
陸
新
幹
線
の 

 

ト
ン
ネ
ル
内
で
張
り
出
し
事
故
、
草
刈

り
で
列
車
を
止
め
る
、
飯
山
線
で
Ｂ
Ｈ

が
分
岐
器
上
で
脱
輪
、
軌
陸
ダ
ン
プ
が

踏
切
で
脱
輪
と
事
故
が
続
い
て
い
る
。

（
長
野
）
以
上
、
７
名
の
委
員
よ
り
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
丸
谷
議
長
集
約
」 

 

技
術
継
承
が
不
足
し
て
い
る
、
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
が
進
め
ら
れ
宿
直
者
も
一

人
に
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
職
場
で
若
手

も
疑
問
を
持
っ
て
い
る
が
関
わ
り
切

れ
て
い
な
い
、
ど
う
解
消
し
て
い
く
か

が
重
要
、
職
場
に
戻
っ
て
是
非
と
も
取

り
組
み
の
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。 

 

【
新
役
員
】 

議
長 

 

出
羽
正
則
（
水
戸
） 

事
務
長 

清
水
秀
里
（
東
京
） 

【
退
任
】 

議
長 

 

丸
谷
豊
美
（
仙
台
） 

事
務
長 

打
越
定
雄
（
東
京
） 

委
員
発
言 


